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【販売時間】10:00～12:00

移動販売実施日程 各支店、曜日と何週目かを固定

大
阪
市
内
の
イ
ベ
ン
ト
を
ご
紹
介

売り切れ
次第終了

落ち葉の灰は園芸の肥料にも！
焚火で焼きいもを作る
JA大阪市キャラクター
「なにわ野菜ファミリー」

Illustration by 吉田ユウスケ

※月によって実施しない支店があります。
　また、月によって実施日程が変更になる場合も
ありますので、ご了承ください。

JA大阪市各支店を巡回！！

「移動販売年間
スケジュール」は
ホームページで
チェック！

平野店
大阪市平野区平野西5-2-2  　TEL.06-6702-7739
【営業日時】月～土曜日（日・祝休み）9:30～15:00

 地元の農産物見に来て買いに来て

Topicsトピックス

第１

第２

第３

第４

火曜日

旧加美支店

旧瓜破支店

住之江支店

水曜日

巽支店

東淀川支店

東淀川支店

木曜日

加美支店

東住吉支店

長吉支店

金曜日

茨田支店

住吉支店

JAカード

　直売所・移動販売で
の購入で、ポイントを貯
めて使えます。直売所・
移動販売で配布します。

　直売所の情報など
をタイムリーに配信し
ています。

インスタグラム
配信しています

直売所・移動販売
ポイントカード 　直売所「おいで～菜」

でのお買物の際にJA
カードでお支払いいた
だくと５％割引に。ご質
問・ご契約は各支店へ。

地
元
文
化
に
根
付
く
﹁
な
に
わ
の
伝
統
野
菜
﹂

　
大
阪
市
西
成
区
玉
出
町（
旧
勝
間
村
）で

生
ま
れ
た
勝
間
南
瓜
。飢
饉
の
際
、勝
間
村

の
人
々
は
、保
存
し
て
い
た
勝
間
南
瓜
で

飢
え
を
凌
い
だ
そ
う
で
す
。

　
毎
年

12
月
の
冬
至
の
日
、生
根
神
社
で

は
、中
風
除
け
や
莫
気
払
い
・
無
病
息
災
を

祈
念
し
て『
こ
つ
ま
南
瓜
祭
り
』が
行
わ
れ

ま
す
。勝
間
南
瓜
へ
の
感
謝
を
込
め
て
境
内

に
建
立
さ
れ
た「
こ
つ
ま
南
瓜
塚
」に
お
参

り
し
、「
こ
つ
ま
南
瓜
石
」を
撫
で
て
豊
受
大

御
神
・
生
根
大
神
の
御
神
徳
を
享
け
て
、正

気
・
才
気
・
商
気
の
起
活
を
お
祈
り
し
ま
す
。

　
大
阪
市
東
住
吉
区
の
田
辺
地
域
は
、江
戸

時
代
に
は
田
辺
大
根
の
生
産
地
で
し
た
。昔

か
ら「
た
な
べ
の
お
不
動
さ
ん
」と
し
て
知
ら

れ
る
法
樂
寺
の
周
辺
は
土
壌
が
良
く
、お
寺

の
西
門
横
に
畑
が
あ
っ
た
こ
と
に
因
ん
で

「
横
門
大
根
」と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
毎
年
12
月
28
日
の『
納
め
不
動
』で
は
、檀

家
や
参
拝
者
の
方
々
の
無
病
息
災
や
平
穏

無
事
を
祈
念
し
、堂
内
に
て
護
摩
を
修
し
ま

す
。そ
の
際
に
、田
辺
大
根
を
使
っ
た
大
根
炊

き
を
行
い
ま
す
。ま
た
、地
域
の
方
々
や
学
校

で
育
て
ら
れ
た
田
辺
大
根
の
品
評
会
な
ど

も
開
催
さ
れ
ま
す
。

勝間南瓜

紫金山 小松院 法樂寺（田辺不動尊）
【宗派】 真言宗泉涌寺派
大阪市東住吉区山坂1-18-30 

納め不動

生根神社
【主祭神】 少彦名命・蛭児命・菅原道真公

大阪市西成区玉出西2-1-10 

こつま南瓜祭り

2024年12月撮影

2024年12月撮影

参拝者に授与される
お祓いを受けた勝間南瓜と
小豆の従妹煮（いとこに）。
名前の由来は諸説あり。

田辺大根

お不動様のおさがりの大根と
近江の赤こんにゃくで、
紅白の大根炊き。
年の瀬の締めに。
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JA大阪市の活動やイベントをレポート！ ニュース

豪
雨
に
も
負
け
ず
、
伝
統
を
継
承

住
吉
大
社
御
田
植
神
事

大
阪
市
内
産
の
エ
コ
農
産
物

T
V
番
組
で
紹
介

　
6
月
16
日（
月
）、読
売
テ
レ
ビ
の
情
報
番

組『
す・ま
た
ん
！
』の
取
材
を
受
け
ま
し
た
。

「
Ｊ
Ａ
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
×
す
・
ま

た
ん
！
直・即・斬
！
シ
ン
セ
ン
野
菜
de
昼
ご

は
ん
」と
題
し
、持
ち
帰
っ
て
家
で
調
理
す
る

よ
り
も
更
に
新
鮮
な
状
態
の
野
菜
を
味
わ
い
、

そ
の
魅
力
を
伝
え
る
と
い
う
企
画
で
す（
放

送
は
6
月
23
日
）。山
本
隆
弥
ア
ナ
が
、直
売
所

「
お
い
で
〜
菜
」平
野
店
で
扱
う
大
阪
市
内
産

エ
コ
農
産
物
の
ト
マ
ト
・
ミ
ニ
ト
マ
ト
を
、東

住
吉
区
の
西
野
孝
仁
さ
ん
の
圃
場
に
て
収

穫
・
袋
詰
め
、直
売
所
で
の
出
荷
陳
列
作
業
・

呼
び
込
み
な
ど
を
体
験
。そ
の
後
、そ
れ
ら
を

用
い
た
２
品
を
調
理・実
食
し
ま
し
た
。調
理

の
際
は
、Ｊ
Ａ
職
員
が
使
用
し
た
ト
マ
ト
・
ミ

ニ
ト
マ
ト
や
イ
タ
リ
ア
野
菜
の
特
徴・素
材
を

生
か
し
た
お
手
軽
レ
シ
ピ
を
説
明
し
ま
し
た
。

新選組に扮し、JA職員から調理レシピを教
わる山本隆弥アナウンサー。野菜のレシピ
を手際よく調理されていました。

　
６
月
14
日（
土
） 、住
吉
大
社
で『
御
田
植

（
お
た
う
え
）神
事
』が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

全
国
各
地
で
行
わ
れ
る
御
田
植
祭
り
の
中
で

も
、住
吉
大
社
は
規
模
が
大
き
く
、日
本
三

大
御
田
植
祭
り
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、１
８
０
０
年
以
上
続
く
神
事
で
あ
り
、

古
来
の
稲
作
や
儀
式
の
姿
を
そ
の
ま
ま
に
残

す
行
事
と
し
て
、国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化

財
に
も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
７
月
３
日（
木
）、営
農
促
進
セ
ン
タ
ー
に

て
イ
タ
リ
ア
野
菜
の
講
習
会
を
開
き
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
大
阪
市
で
は
都
市
農
業
振
興
の
た
め
、

日
本
と
気
候
が
近
い
イ
タ
リ
ア
の
野
菜
を
新

た
な
特
産
に
し
産
地
ブ
ラ
ン
ド
化
に
つ
な
げ

る
取
組
み
を
、令
和
元
年
度
か
ら
大
阪
市
と

共
に
行
っ
て
い
ま
す
。講
習
会
に
は
イ
タ
リ
ア

野
菜
の
苗
を
購
入
し
た
Ｊ
Ａ
大
阪
市
直
売

所
・
朝
市
会
会
員
な
ど
９
名
が
参
加
し
、ト

キ
タ
種
苗
株
式
会
社
の
社
員
が
講
師
を
担
当
。

各
種
イ
タ
リ
ア
野
菜
の
収
穫
・
栽
培
方
法
や

出
荷
先
の
紹
介
、ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
な
ど

を
学
び
ま
し
た
。ま
た
、ト
キ
タ
種
苗
で
は

Ｈ
Ｐ
で
イ
タ
リ
ア
野
菜
を
は
じ
め
品
種
ご
と

の
Ｐ
Ｒ
ポ
ッ
プ
や
栽
培
方
法
の
動
画
が
掲
載

さ
れ
て
お
り
、生
産
や
販
売
の
サ
ポ
ー
ト
を

す
る
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
住
吉
大
社
境
内
に
あ
る
御
田（
お
ん
だ
）は
、

地
元
の
農
業
従
事
者
で
構
成
さ
れ
た「
御
田

講
」が
、田
起
こ
し
や
代
掻
き
な
ど
田
植
の

前
準
備
、日
々
の
管
理
と
稲
の
育
成
、稲
刈
り

と
い
っ
た
、御
田
に
ま
つ
わ
る
多
く
の
農
作

業
を
担
っ
て
い
ま
す
。田
植
え
を
行
う
者
は

「
奉
仕
者
」と
呼
ば
れ
、農
業
従
事
者
で
あ
る

Ｊ
Ａ
大
阪
市
組
合
員
の
皆
さ
ん
と
そ
の
家
族

に
加
え
、Ｊ
Ａ
大
阪
市
の
役
職
員
も
毎
年
参

加
。伝
統
継
承
の
一
翼
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
生
憎
の
天
気
で
、激
し
い
雨
が
降

り
し
き
る
中
、神
事
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
は
、御
田
講
の
代
表
で
あ
る
講
元
の
濵

田
孝
さ
ん（
住
吉
支
店
組
合
員
）が
、第
一
本

宮
で
行
わ
れ
た
本
殿
祭
で
豊
穣・神
事
の

無
事
を
祈
願
。そ
の
後
、祭
儀
の
参
加

者
ら
と
共
に
御
田
ま
で
行
進
し
た
後
、御
田

の
中
央
の
舞
台
に
て
御
神
水
が
御
田
の
四
方

に
注
ぎ
清
め
ら
れ
、植
女
か
ら
替
植
女
へ
早

苗
の
授
受
が
行
わ
れ
る
と
、い
よ
い
よ
田
植

え
の
始
ま
り
で
す
。田
植
え
が
行
わ
れ
る
間
、

舞
台
や
御
田
の
周
囲
で
は
、歌
や
雅
楽
の
調

べ
に
合
わ
せ
て
次
々
と
舞
や
踊
り
が
奉
納
さ

れ
ま
し
た
。こ
れ
ら
は
、「
御
田
植
神
事
保
存

会
」を
中
心
に
、地
域
の
方
々
に
よ
っ
て
保

存・継
承
さ
れ
て
き
た
伝
統
あ
る
芸
事
で
す
。

雨
の
中
、懸
命
に
踊
る
姿
に
、見
学
者
か
ら
の

声
援
や
拍
手
の
音
が
響
き
ま
し
た
。

　

約
２
時
間
に
か
け
て
植
え
ら
れ
た
苗
は
、

御
田
講
の
管
理
の
も
と
育
て
ら
れ
、
10
月
の

『
宝
之
市
神
事
』に
て
稲
穂
を
刈
り
取
ら
れ
、

五
穀
と
と
も
に
神
前
に
奉
納
さ
れ
ま
す
。

御田植神事に参加した
住吉・住之江・茨田支店の組合員の皆さんと

JA大阪市の役職員

激しい雨に、奉仕者もいつもの装束の
上から半透明の合羽をまといました。

採
れ
た
て
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
に
舌
鼓

親
子
で
農
業
体
験

　
6
月
28
日（
土
）、営
農
促
進
セ
ン
タ
ー
に

て
食
農
応
援
事
業「
親
子
で
農
業
体
験
」を
開

催
し
ま
し
た
。年
2
回
の
恒
例
企
画
で
、今
回

は
12
組
34
名
の
親
子
が
参
加
。ジ
ャ
ガ
イ
モ

や
夏
野
菜
の
収
穫
体
験
・
田
植
え
体
験
を
し

ま
し
た
。子
ど
も
達
の
田
植
え
へ
の
反
応
も

様
々
で
、楽
し
ん
で
い
る
子
も
い
れ
ば
、初
め

て
の
水
田
の
感
触
を
嫌
が
る
子
も
。収
穫
し

た
て
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
生
で
食
べ
、そ
の

甘
さ
に
驚
い
た
り
と
、約
２
時
間
の
体
験
を

終
え
る
頃
に
は
、皆

「
楽
し
か
っ
た
」と
笑

顔
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。次
回
は
秋
頃
に
、

今
回
植
え
た
稲
の
刈

り
取
り
や
サ
ツ
マ
イ

モ
な
ど
の
収
穫
体
験

を
実
施
予
定
で
す
。

　
Ｊ
Ａ
大
阪
市
女
性
会
は
、7
月
30
日（
水
）

本
店
に
て
お
弁
当
作
り
教
室『
ベ
ジ
ッ
子
Ｂ

e
n
t
o
!
夏
』を
開
催
し
ま
し
た
。14
名
の

小
学
生
や
そ
の
保
護
者
が
参
加
し
、網
目
状

に
し
た
チ
ェ
ダ
ー
チ
ー
ズ
を
用
い
た「
パ
イ

ナ
ッ
プ
ル
み
た
い
な
お
に
ぎ
り
」な
ど
の
6

品
を
調
理
。出
来
上
が
っ
た
お
弁
当
を
試
食

し
た
後
は
、箱
の
中
の
野
菜
を
触
っ
て
言
い

当
て
る「
野
菜
当
て
ク
イ
ズ
」に
挑
戦
。当
て

た
子
に
は
、そ
の
野
菜
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ

ま
し
た
。最
後
に
、J
A
職
員
か
ら
ク
イ
ズ
に

用
い
ら
れ
た
野
菜
の

解
説
が
行
わ
れ
、馴
染

み
の
な
い
野
菜
の
調

理
法
に
は
、子
ど
も
達

だ
け
で
な
く
保
護
者

方
も
関
心
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

今年度の新入職員も参加。参加者をサ
ポートしつつ、自分たちも田植えや収穫を
行い、農業に触れる機会となりました。

新
た
な
特
産
、
ブ
ラ
ン
ド
化
の
た
め
に

イ
タ
リ
ア
野
菜
講
習
会

市
内
産
農
作
物
を
使
っ
て
食
農
教
育

ベ
ジ
っ
子
B
e
n
t
o
！
夏

講師から学校給食で活用されるイタリア
野菜の例や、その収益性などの説明を受
けるJA大阪市直売所・朝市会会員たち。

JA大阪市女性会の西川昇子会長をはじめ
女性会役員９名が、子ども達の調理をサ
ポートしました。

支
部
長
懇
親
会
に
て

落
語
家
に
よ
る
講
演
会

　
7
月
25
日（
金
）、天
王
寺
区
の
料
亭
天
王

殿
に
て
行
わ
れ
た
支
部
長
懇
親
会
に
先
立

ち
、支
部
長
代
表
協
議
会
主
催
の
講
演
会
を

開
催
。支
部
長
46
名
と
Ｊ
Ａ
役
職
員
が
参
加

し
ま
し
た
。講
師
と
し
て
お
招
き
し
た
の
は
、

落
語
家
の
笑
福
亭
喬
明（
し
ょ
う
ふ
く
て
い 

き
ょ

う
め
い
）氏
。「
た
く
さ
ん
の
人
に
笑
い
と
元
気

と
ち
ょ
っ
と
の
癒

し
を
」を
テ
ー
マ

に
、参
加
者
の
笑

い
を
誘
い
な
が
ら

の
講
演
の
後
に
は
、

落
語「
寄
合
酒
」を

披
露
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。　

　
そ
の
後
の
支
部
長
懇
親
会
で
も
カ
ラ
オ

ケ
な
ど
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
、参
加
者
た

ち
は
互
い
に
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。 2024年5月1日に修行期間が明けたばかり

の喬明氏。愛くるしく軽妙な語り口で場を
盛り上げていただきました。

最後に、西川光明会長より、花束や
米などのお礼の品を贈呈。
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JA大阪市の活動やイベントをレポート！ ニュース

組織活動には、「技術部会」など農家を中心とした組織の他
「女性会」「年金友の会」などがあり、

多くの組合員さんが様々な立場で活動しています。

ＪＡ大阪市 組織活動

 女性会  巽支部 （宮脇 玲子 支部長
）

巽
支
部

  

秋
の
日
帰
り
旅
行

  （
三
重
県 

伊
賀
上
野
方
面
）

9月4日（木）
参加者40名

平
野
支
部

  

研
修
会（
平
野
支
店
）

   

講
師
：
藤
岡 

一 

氏

8月25日（月）
参加者14名

技術部会   平野支部（黒田 勉 支部長）

 女性会  住吉支部 （山本 政子 支部長）

住
吉
支
部

  

夏
季
日
帰
り
旅
行

  （
兵
庫
県 

六
甲
山
方
面
）

8月22日（金）
参加者24名

 女性会  長吉支部 （樽谷 鈴子 支部
長）

長
吉
支
部

  

納
涼
日
帰
り
旅
行

  （
京
都
府 

下
鴨
神
社
）

7月25日（金）
参加者39名

 女性会  東淀川支部 （西川 昇子 支部長）

東
淀
川
支
部

  

納
涼
日
帰
り
旅
行

  （
京
都
府 

京
丹
後
方
面
）

7月15日（火）
参加者20名

住
吉
支
部

  

研
修
会（
住
吉
支
店
）

   

講
師
：
野
村 

収
平 

氏

7月9日（水）
参加者17名

技術部会   住吉支部（椋本 順一 支部長）

 女性会  平野支部 （小沢 美津子 支部長）

平
野
支
部

  
点
描
曼
荼
羅 

  
お
稽
古
体
験（
平
野
支
店
）

      
講
師
：
合
羽 

陽
子
先
生

7月7日（月）
参加者10名

 女性会  東住吉支部 （山野 寿子 支部
長）

東
住
吉
支
部

  

納
涼
日
帰
り
旅
行

  （
滋
賀
県
近
江
八
幡
市
）

7月2日（水）
参加者26名

 女性会  平野支部 （小沢 美津子 支部長）

平
野
支
部

  

納
涼
日
帰
り
旅
行

  （
三
重
県
伊
賀
市 

霧
生
温
泉

     

メ
ナ
ー
ド
青
山
リ
ゾ
ー
ト
）

7月2日（水）
参加者26名

長
吉
支
部

  

視
察
研
修
旅
行

 （
石
川
県 

Ｊ
Ａ
金
沢
市

                  

ほ
が
ら
か
村
）

6月16日（月）
参加者15名

技術部会   長吉支部（石田 祐也 支部長）

住
之
江
支
部

  

総
会（
大
東
市
野
崎 

                 

福
寿
山
魚
捨
）

4月24日（木）
参加者9名

技術部会   住之江支部（谷 保男 支部
長）

ア
ン
パ
ン
マ
ン
と
歌
っ
て
踊
っ
て
交
通
ル
ー
ル
を
学
ぶ

Ｊ
Ａ
共
済
ア
ン
パ
ン
マ
ン
交
通
安
全
キ
ャ
ラ
バ
ン

学
生
と
若
手
職
員
の
交
流

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

広報に届いた写真をご紹介

　
８
月
８
日（
金
）・
27
日（
水
）、本
店
に
て

大
学
3
年
生
を
対
象
に
し
た
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
を
開
催
。2
日
間
で
31
名
の
学
生
が

参
加
し
、Ｊ
Ａ
職
員
と
共
に
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
や
座
談
会
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、例
示
さ
れ
た
顧

客
の
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
を
想
定
し
て
、ど
う

い
っ
た
商
品
提
案
で
き
る
か
を
話
し
合
い

ま
し
た
。同
じ
例
題
で
あ
っ
て
も
、思
い
が

け
な
い
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
を
想
定
し
て
い

る
グ
ル
ー
プ
も
あ
り
、

発
表
の
際
に
は
笑
い

が
起
こ
る
こ
と
も
。座

談
会
で
は
、社
会
人
の

先
輩
で
あ
る
Ｊ
Ａ
職

員
へ
様
々
な
質
問
が

で
き
、学
生
達
か
ら
も

好
評
で
し
た
。

　
８
月
24
日（
日
）、グ
ラ
ン
キ
ュ
ー
ブ
大

阪（
大
阪
市
北
区
）に
て
、「
Ｊ
Ａ
共
済
ア

ン
パ
ン
マ
ン
交
通
安
全
キ
ャ
ラ
バ
ン
」を

開
催
し
ま
し
た
。未
来
を
担
う
子
ど
も
達

を
交
通
事
故
か
ら
守
る
こ
と
が
目
的
で
、

午
前
・
午
後
の
部
を
合
わ
せ
て
７
４
７
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

始
め
に
、田
中
組
合
長
よ
り
元
気
い
っ

ぱ
い
の
子
ど
も
達
へ
の
挨
拶
と
、保
護
者

へ
日
頃
か
ら
の
ご
愛
顧
に
対
す
る
謝
辞

JA職員も交えて、例題として提示された顧
客のライフイベントをグループで話し合い、
思い思いに書き出していく学生達。

資
産
継
承
や
も
し
も
の
備
え
を
学
ぶ

組
合
員
向
け
セ
ミ
ナ
ー

　
９
月
16
日（
火
）か
ら
19
日（
金
）に
か
け

て
、Ｊ
Ａ
大
阪
市
の
本
店
と
支
店
に
て
、資

産
管
理
相
談
課
主
催
の
組
合
員
向
け
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
。講
師
に
は
、不
動
産
鑑
定
士

の
大
谷
諭
司
氏
と
弁
護
士
の
白
岩
健
介
氏

を
招
き
、全
店
合
わ
せ
て
57
名
が
参
加
し
ま

し
た
。大
谷
氏
か
ら
は
資
産（
不
動
産
）を
次

世
代
に
継
承
し
て
い
く
方
法
を
、白
岩
氏
か

ら
は
今
後
５
人
に
１
人
が
認
知
症
と
な
る

時
代
に
向
け
て
の
準
備
に
つ
い
て
講
演
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
は
、講
師
２
人
と
の
個

別
相
談
会
を
実
施
し
ま
し
た
。事
前
に
質
問

を
投
げ
か
け
て
い
た
内
容
だ
け
で
な
く
、今

回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
聴
講
し
た
内
容
を
自
身

に
な
ぞ
ら
え
た
、よ
り
具
体
的
な
資
産
運
用

に
つ
い
て
相
談
す
る
組
合
員
の
姿
も
見
受

け
ら
れ
ま
し
た
。

大谷諭司氏のセミナーの様子。参加者は、
身近で切実な講演内容に頷きながら、講
師の話に聞き入っていました。

が
あ
り
ま
し
た
。そ
の
後
、子
ど
も
達
が

元
気
に
ア
ン
パ
ン
マ
ン
を
呼
ん
で
イ
ベ

ン
ト
が
ス
タ
ー
ト
で
す
。子
ど
も
達
は
、

ア
ン
パ
ン
マ
ン
と
一
緒
に
歌
を
歌
っ
た

り
、体
を
動
か
し
な
が
ら
、交
通
安
全

ル
ー
ル
や
横
断
歩
道
を
渡
る
際
の
注
意

点
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。ア
ン
パ
ン
マ

ン
の「
今
日
一
緒
に
覚
え
た
交
通
ル
ー

ル
守
れ
る
か
な
？
」と
の
問
い
か
け
に
、

子
ど
も
達
は「
は
ー
い
！
」と
元
気
よ
く

手
を
挙
げ
て
応
え
て
い
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
最
後
に
行
わ
れ
た
握
手

会
で
は
、笑
顔
の
子
ど
も
達
が
ア
ン
パ

ン
マ
ン
た
ち
と
ふ
れ
あ
い
、大
変
好
評

で
し
た
。

アンパンマンと交通ルールを学ぶ子ども達

アンパンマンたちと握手会
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長
吉
支
店

『
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ

    

2
0
2
5
in
ひ
ら
の
』

 （
平
野
区 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
プ
ラ
ザ
ひ
ら
の
）

7月27日（日）

東
淀
川
支
店

『
技
術
部
会
東
淀
川
支
部
　

 

朝
市
』

 （
支
店
駐
車
場
）

7月2日（水）

巽
支
店

『
た
つ
み
サ
マ
ー
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル（
恐
竜
ま
つ
り
）』

 （
生
野
区 

巽
小
学
校
）

6月22日（日）

長
吉
支
店

『
第
20
回 
古
代
市
』

 （
平
野
区 
大
阪
市
立

       

ク
ラ
フ
ト
パ
ー
ク
）

5月3日（土）

ＪＡ大阪市では「一支店一地域貢献活動」と題した
地域に密着した活動を、各支店毎に行っています。

技術部会・女性会と協力した各イベントでの野菜即売会や
地域の子どもたちが土に触れるミニイベントの実施など、

「農」を通した様々な活動です。

一支店一地域貢献活動 Ｊ
Ａ
大
阪
市

    
リ
ー
ダ
ー
交
流
会 

（
雪
印
メ
グ
ミ
ル
ク
京
都
工
場
）

9月10日（水）
参加者55名

巽
支
店

『
第
13
回 

巽
東

    

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
』

 （
生
野
区 

巽
東
小
学
校
）

4月27日（日）

よ も ぎ コ ー ナ ー「農」と農業者のための情報

2026年1月末日に利用契約満了となる
「みどり農園」の2026年3月からの
新規利用者を募集しています。

申込方法

みどり農園 利用者募集みどり農園 利用者募集

《お問い合わせ》
  営農促進センター 
　営農促進指導課　
　TEL.06 - 6704 -1150  

《お問い合わせ》
  茨田支店　
   TEL.06 - 6912 -1000  

抽選・発表
2025年12月中にJA大阪市本店にて抽選予定。
当落の結果通知は契約書の発送をもってかえさせ
ていただきます。若干名の補欠当選もご用意します。

下記のように、必要事項を「往復はがき」
にご記入のうえ、郵送してください。

申込方法 茨田支店 店頭にて受付

このQRコード
で詳細が確認
できます。

※年度中のお申し込みは、料金を月割計算いたします。
※初回のお支払いは現金でお願いします。

大阪市内に在住、または市内に勤務する方で、
営利を目的とせず農園での栽培管理が十分に行える方。

2026年3月1日～2027年1月末
※2年目以降は1年毎の契約で2回まで更新でき、
　最長2029年1月末まで利用できます。
※農園主等の都合で更新できない場合があります。

利用期間

利用資格

利用料金 35,000円／年(11ヶ月) ※更新時も同額

利用料金 49,000円／年(11ヶ月) ※3月～1月が基本

申込期間 2025年11月4日（火）～
             11月28日（金） 必着

《注意事項》
●お申し込みは、1世帯につ
き1農園1通に限ります
●お申し込み多数の場合は、
抽選となります

●当選した区画を第三者に
貸与することはできません

●利用者ご本人がお申し込
みください

のお知らせ

往信

郵便往復はがき

往信　表面 返信　裏面

   

Ｊ
Ａ
大
阪
市 

　
　
　
営
農
促
進
指
導
課 

宛

547 0 0 2 2
大
阪
市
平
野
区
瓜
破
東
6
 
3
 
64

※
何
も
記
入
し
な
い
で
く
だ
さ
い

●募集するみどり農園   (1区画：20㎡） 

●募集するみどり農園   (1区画：30㎡） 

みどり農園を
ご利用中の皆様へ
　現在利用されている方も、継続利用を希望さ
れる場合は新規に応募が必要です。但し、現在ご
利用されている方々が必ず利用できるとは限り
ません。
《お願い》収穫期が翌年2月を超えるものについ
　　　    ての栽培はご遠慮ください。

往信　裏面返信　表面
郵便往復はがき

返信

　

申
込
者
の
住
所

※
氏
名
に
は「
様
」を

　
記
入
し
て
く
だ
さ
い

申
込
者
の
氏
名「
様
」

1. 希望農園番号
　例）みどり農園F00号
2. 申込者氏名（ふりがな）
3. 住所
4. 年令
5. 電話番号
　(昼間連絡がとれる番号）
6. 市外在住の方は
　（1）勤務先の名称
　（2）所在地
　（3）電話番号

※記入漏れにご注意ください。

茨田支店花壇で蓮とひまわりが開花

　茨田支店組合員の皆さんと支店職員が植え
付けた蓮（はす）とひまわりの花です。
　泥水の中で花を咲かせる様子が神秘的な蓮
の花ですが、白色の蓮には「純粋」、ピンク色の
蓮には「信頼」、また、太陽に向かって花が咲くひ
まわりには、「情熱」という花言葉がつけられて
います。今年はあまりの猛暑で、手入れにも気を
使いましたが無事に開花。通りがかった地域の
皆様からも喜んでいただきました。
　　　　　　　　　　　　　　 茨田支店職員より

暑さに負けず、今年の夏も咲きました！

2025年3月に開設されたばかりの
１１１号農園に若干の空きがあります。

農園番号

F83号
F90号
F92号
F97号
F100号

区画数

161
25
16
40
36

所在地（地番）

鶴見区浜5-6付近
平野区長吉川辺3-1付近
平野区長吉長原2－13付近
平野区加美北7－11付近
東住吉区住道矢田4－21付近

農園番号

111号
区画数

4７
所在地（地番）

鶴見区安田3-2付近
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11月は「大阪府ヘイトスピーチ
　  解消推進条例」啓発推進月間

のお知らせのお知らせ

　『申込書』に処理希望の内容を記入し、営
農促進センターまたは各支店に提出してくだ
さい。申込書は、営農促進センターと各支店
にご用意しています。

　申込された方に後日ご連絡します。

　※ご利用の各支店へお問い合わせください。

各支店（営農担当者まで）
営農促進センター
2026年1月予定

申込方法

回収場所

申込締切

回収日時・処理費用

　自然環境の保全、管理不全による周辺住
民や管理者の事故などを防ぐため、農薬の
管理や破棄には十分な配慮が必要です。
　JA大阪市では、組合員の皆様が処分に
困っている不用農薬の適正処分を受け付
けています。処理業者に依頼するために有
料となりますが、希望され
る方はご利用ください。

農薬の処分にお困りの
組合員の皆様へ

不用農薬処分受付不用農薬処分受付

受託いたします受託いたします
田植作業（機械植）田植作業（機械植）

※10a以下は、10a料金となります。
※苗代金は含みません。
※利用料には、機械利用料・機械運搬料・機械燃
料代・作業代を含みます。

JA大阪市の農家組合員
10aあたり14,300円（税込）

申込期間

対 象 者
利 用 料

2025年 12月15日（月） まで

  令和

8年度

　JA大阪市は、農作業の労力軽減のため、
田植作業（機械植）の受託作業を
行っています。今年度は60件
（総面積73,578㎡）のご依頼
をいただきました。

理事の職務遂行にかかる
情報提供窓口のご案内

一般苦情相談窓口
　当組合の業務に関する一般的な苦情については、
別途窓口を設置しておりますのでご利用ください。
封書だけでなく、お電話でも受け付けております。

郵送先

　当組合理事の職務遂行にかかる情報を組

合員から広く収集するため、監事会に情報提

供を受ける窓口を設置しています。

郵送・連絡先　　　　　　　〒547-0004  
大阪市平野区加美鞍作２－２－１
  大阪市農業協同組合 本店
　  リスク管理部　コンプライアンス課 宛

　   TEL. 06-6793-8701

　組合員の皆様からの情報提供を受けて、監事監
査の実効性を高め、健全な組合の発展に尽力して
まいります。理事の職務遂行の上で気になる行為
がありましたら、住所・氏名を記載の上、封書にて
ご連絡をお願いいたします。
※ご好意による情報提供であっても、誹謗・中傷に類似する内
容のものは受付いたしかねますので、ご了承ください。

茨田支店
東淀川支店

JA大阪市 ホームページアドレス　
https://www.ja-osakashi.or.jp/

本店資産管理相談課
（組合員相談センター）

営 農 促 進 センター

直売所おいで～菜平野店

☎06-6791-3901

☎06-6700-6111

☎06-6702-7739

☎06-6793-8701
☎06-6758-0521
☎06-6791-0546
☎06-6702-0852
☎06-6701-7500
☎06-6691-0293
☎06-6681-4174
☎06-6709-2255

本 店
巽 支 店
加 美 支 店
平 野 支 店
東住吉支店
住 吉 支 店
住之江支店
長 吉 支 店

☎06-6912-1000
☎06-6328-4567

「地域と歩もう 未来に向けて  次代につなごう 協同の力」

◆ 組合員数

◆ 職 員 数

（令和7年8月末現在） 3,057億8,119万円
779億6,431万円
5,508億6,549万円
94億1,695万円

6,381万円

958名
19,025名
221名

◆ 貯金残高
◆ 貸出金残高
◆ 長期共済保有高
◆ 年金共済保有高
◆ 購買品供給高

正組合員
准組合員

《主催 ・開催場所》  公益財団法人 平野区画整理記念会館 　  
　　　　大阪市東住吉区中野2-7-16　TEL.06-6702-0513　FAX.06-6702-0519　  https://kinen100.wixsite.com/kinen

申込方法

実りの秋を楽しみながら健康な体づくり
おいしく食べて美しく 栄養士・ダイエットコーチ ●吉田理江

■ タンパク質
　肉・魚・卵・乳製品・大豆製品などに含まれるタンパク
質は、筋肉、皮膚、体の細胞などの材料になる重要な栄
養素です。芋・栗・新米などがおいしい季節ですが、タン
パク質が不足すると食欲が増進する恐れがあります。タ
ンパク質をしっかり取ると、満腹ホルモン（コレシストキ
ニン）が、食欲抑制ホルモン（レプチン）の分泌を高める
ためです。タンパク質の1日の推奨量は、「日本人の食事
摂取基準」（厚生労働省・2020年版）によると、18歳以
上で男性は65g、女性は50g。毎食手のひら分くらいの
量を食べると良いでしょう。旬のサンマをかば焼きにす
ると新米と一緒においしく食べられます。忙しい朝は、
ヨーグルト・ゆで卵を食べると良いでしょう。

■ ビタミンB6
　カツオ・マグロ・サンマ・玄米・ニンニクなどに含まれ
るビタミンB6は、タンパク質の代謝に関わる栄養素です。
食べたものを代謝できると、体重が増えにくいので秋の
味覚をおいしく楽しく食べられます。神経や皮膚を正常
に保つ働きもあるため、美しい肌になりたい人は意識し
て取ると良いでしょう。料理が苦手な方は、魚の缶詰を
利用すると手軽に取れます。ニンニクを炒め物に活用し
たり、カツオにのせて食べるのもお薦めです。
　
 食べないダイエットは、体調不良を招きます。食事を抜
くと栄養不足になり、基礎代謝が低下して太りやすくな
るため、3食しっかり食べるようにしましょう。

会館窓口・チケットぴあ

本誌は、府内及び全国の一部JA（系統含む）、府内及び全国の主要図書館、関係団体、JA大阪市店頭において配布。また、JAグループ内で実施される広報誌コンクールへの応募も行っています。

　　　　　〒547-0004
大阪市平野区加美鞍作２－２－１

  大阪市農業協同組合 監事室
　  代表監事・常勤監事  中川 誠 宛

食欲の秋といわれるように、四季の中でもおいしい食べ物が増える季節です。
ついつい食べ過ぎて体重の増加が気になる方もいらっしゃるでしょう。
今回は、おいしく食べながら健康な体づくりができるお薦めの栄養素を二つお伝えします。

ヘイトスピーチゆるさへん！
　大阪府では、ヘイトスピーチをなくし、全ての人がお
互いに違いを認めあい、尊重しあう共生社会づくりを
めざしています。私たち一人ひとりが命の尊さや人間
の尊厳を認識し、全ての人の人権が尊重される豊かな
社会を築きましょう。

《お問い合わせ》  

 大阪府 府民文化部人権局 人権擁護課 
   人権・同和企画グループ    TEL. 06-6210-9282

石川県復興チャリティーイベント
日本酒試飲会／販売会

日本酒を通じて想いを届けるチャリティーイベント。
石川県の酒蔵を中心に選りすぐりの銘酒をご用意。

2025年11月30日（日）13：40～16：00
100名
◆3杯分チケット：770円　
◆1杯分チケット：275円

開催日時

料　金

定　員

※チケットぴあでの販売は3杯チケットのみ

1杯
約60㎖

映画会「35年目のラブレター」

西畑保、65歳。文字の読み書きができない。そんな彼の側にはいつも
最愛の妻・皎子がいた。定年退職を機に保は一大決心し夜間中学に
通い始め、文字を覚えていく。結婚35年目を迎えなかなか書き上げら
れずにいたラブレターがようやく形になろうとしていた頃、皎子が病魔
におそわれて…。

2025年 11月9日（日）
◆1部／10：30開演　◆2部／13：30開演
各回100名　　　   　前売：550円、当日：660円

開催日時

料　金定　員

【出演】笑福亭鶴瓶・原田知世・重岡大毅・上白石萌音



【主催】 大阪市農業フェア開催委員会  （構成団体：JA大阪市）　
【後援】  大阪市

●スケジュール●
10：00～

10：30～

10：30～

12：00～

12：20～

13：00～

13：45～

開会式
各コーナー販売開始（模擬店・花き苗・伝
統野菜・レンコン・バザー等)

JA大阪市女性会によるによる演芸披露

住吉大社奉納セレモニー
（品評会出品農作物を奉納します）

JA大阪市女性会による
河内音頭、民謡踊り（12：45まで）

品評会入賞者発表・審査報告（13：30まで）

品評会出品野菜の販売

開催日時

2025年 11月15日（土） 
            10：00～14：30
開催場所 長居公園 自由広場

（大阪市東住吉区）
《最寄駅》長居駅（大阪メトロ御堂筋線・ＪＲ阪和線）

大阪市農作物品評会大阪市農作物品評会出品のご案内出品のご案内

2025年 11月15日（土） 10：00～13：30
当日    8：00～9：00　会場で受付（時間厳守）

当日    9：45～12：00　※審査終了後一般公開

当日  13：00～13：30
    　　　　※表彰式は、後日開催予定。
　　　　　　  後日、受賞者の皆様にご案内いたします。

2025年 11月14日（金）まで
《申込・お問い合わせ》 
ご利用のＪＡ大阪市各支店へ。
品目別の出品単位など詳細は、
HPで確認またはお問い合わせ
ください。

　　　　　　　　　組合員の皆様方の栽培技術を競う場として、今年も農作物品評会が実施されます。
品評会は『大阪市農業フェア』を盛り上げるイベントの一つで、出品物は会場で即売されます。
手塩にかけて栽培された自慢の農産物を、ぜひこの機会に出品してください。 ※出品物の返却はできません。

開催日時

審 査
入賞発表

出品物搬入
申込期限

農業フェアと
同時開催！
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ご来場プレゼント！

季節の花苗
   3号ポット1個 (パンジーなど）
【引換券配布】 9：30～（ステージ前）
【引換】10：30～12：00（花配布コーナー）

つきたてのおもち 1パック
  【引換券配布】 9：20～（ステージ前）　

【引換】12：00～13：00（餅つきコーナー）

　先着200名様

　先着100名様
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